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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年7月19日(2012.7.19)

【公開番号】特開2010-45770(P2010-45770A)
【公開日】平成22年2月25日(2010.2.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-008
【出願番号】特願2009-135357(P2009-135357)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月1日(2012.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像から、人間の顔を検出する顔検出手段と、
　前記顔検出手段が検出した顔の領域内の輝度を求め、前記画像に対して、前記顔の領域
内の輝度のばらつきを抑制する補正を行う輝度補正手段と、
　前記輝度補正手段にて補正された画像から、認証に用いるための、前記顔の領域の特徴
量データを抽出する抽出手段とを有し、
　前記輝度補正手段は、前記顔の領域を複数のブロックに分割し、該ブロックごとに求め
た輝度値と予め定めた１つの輝度値との比較結果に基づいて、前記顔の領域内の画素に対
して前記補正を行うことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記輝度補正手段が、
　前記ブロックの輝度平均値を予め定めた１つの輝度値とするための補正ゲインを前記ブ
ロックごとに求め、
　前記ブロックごとの補正ゲインから画素ごとの画素補正ゲインを生成し、前記画素補正
ゲインを前記ブロック内の画素に適用して前記補正を行うことを特徴とする請求項１に記
載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記輝度補正手段が、前記補正ゲインの平均値を求め、
　前記抽出手段は、前記平均値が予め定めた値を超える場合には、前記特徴量データの抽
出を行わないことを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記予め定めた値が、前記画像を撮影する際に設定された感度が低いほど、高い値に設
定されることを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記抽出手段が抽出した特徴量データを、前記認証に用いる辞書データとして登録する
メモリをさらに有することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像処理
装置。
【請求項６】
　前記抽出手段が抽出した特徴量データと、予めメモリに記憶された辞書データとの類似
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度を算出することで、前記認証を行う比較手段をさらに有することを特徴とする請求項１
乃至５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記輝度補正手段が、前記補正を前記画像のＲＡＷ信号に対して行うことを特徴とする
請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　画像から、人間の顔を検出する顔検出手段と、
　前記顔検出手段が検出した顔の領域内におけるスミア発生領域、および、スミアの発生
量を求め、前記スミア発生領域に含まれる画素の値を、前記発生量に基づいて補正するス
ミア補正手段と、
　前記スミア補正手段にて補正された画像から、認証に用いるための、前記顔の領域の特
徴量データを抽出する抽出手段とを有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　前記抽出手段が抽出した特徴量データを、前記認証に用いる辞書データとして登録する
メモリをさらに有し、
　前記スミア補正手段は、前記スミア発生領域における飽和画素領域を検出し、
　前記メモリには、前記飽和画素領域にかかる特徴量データは前記辞書データとして登録
されないことを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記スミア補正手段が、前記補正を前記画像のＲＡＷ信号に対して行うことを特徴とす
る請求項８または９に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　顔検出手段が、画像から、人間の顔を検出する顔検出工程と、
　輝度補正手段が、検出した前記顔の領域内の輝度を求め、前記画像に対して、前記顔の
領域内の輝度のばらつきを抑制する補正を行う輝度補正工程と、
　抽出手段が、輝度のばらつきを抑制する補正が行われた画像から、認証に用いるための
、前記顔の領域の特徴量データを抽出する抽出工程とを有し、
　前記輝度補正工程で前記輝度補正手段は、前記顔の領域を複数のブロックに分割し、該
ブロックごとに求めた輝度値と予め定めた１つの輝度値との比較結果に基づいて、前記顔
の領域内の画素に対して前記補正を行うことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１２】
　登録手段が、抽出した前記特徴量データを、前記認証に用いる辞書データとして前記抽
出手段によってメモリに登録する登録工程をさらに有することを特徴とする請求項１１に
記載の画像処理方法。
【請求項１３】
　認証手段が、抽出した前記特徴量データと、予めメモリに記憶された辞書データとの類
似度を算出することで、前記認証を行う認証工程をさらに有することを特徴とする請求項
１１または１２に記載の画像処理方法。
【請求項１４】
　顔検出手段が、画像から、人間の顔を検出する顔検出工程と、
　スミア補正手段が、検出した前記顔の領域内におけるスミア発生領域、および、スミア
の発生量を求め、前記スミア発生領域に含まれる画素の値を、前記発生量に基づいて補正
するスミア補正工程と、
　抽出手段が、前記スミア補正工程によって補正された画像から、認証に用いるための、
前記顔の領域の特徴量データを抽出する抽出工程とを有することを特徴とする画像処理方
法。
【請求項１５】
　前記スミア補正工程で前記スミア補正手段は、前記スミア発生領域における飽和画素領
域を検出し、
　登録手段が、前記特徴量データのうち、前記飽和画素領域にかからない特徴量データは
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前記認証に用いる辞書データとしてメモリに登録し、前記飽和画素領域にかかる特徴量デ
ータは前記認証に用いる辞書データとして前記メモリに登録しない登録工程をさらに有す
ることを特徴とする請求項１４に記載の画像処理方法。
【請求項１６】
　コンピュータを、請求項１乃至請求項１０のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手
段として機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上述の目的は、画像から、人間の顔を検出する顔検出手段と、顔検出手段が検出した顔
の領域内の輝度を求め、画像に対して、顔の領域内の輝度のばらつきを抑制する補正を行
う輝度補正手段と、輝度補正手段にて補正された画像から、認証に用いるための、顔の領
域の特徴量データを抽出する抽出手段とを有し、輝度補正手段は、顔の領域を複数のブロ
ックに分割し、ブロックごとに求めた輝度値と予め定めた１つの輝度値との比較結果に基
づいて、顔の領域内の画素に対して補正を行うことを特徴とする画像処理装置によって達
成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、上述の目的は、画像から、人間の顔を検出する顔検出手段と、顔検出手段が検出
した顔の領域内におけるスミア発生領域、および、スミアの発生量を求め、スミア発生領
域に含まれる画素の値を、発生量に基づいて補正するスミア補正手段と、スミア補正手段
にて補正された画像から、認証に用いるための、顔の領域の特徴量データを抽出する抽出
手段とを有することを特徴とする画像処理装置によっても達成される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、上述の目的は、顔検出手段が、画像から、人間の顔を検出する顔検出工程と、輝
度補正手段が、検出した顔の領域内の輝度を求め、画像に対して、顔の領域内の輝度のば
らつきを抑制する補正を行う輝度補正工程と、抽出手段が、輝度のばらつきを抑制する補
正が行われた画像から、認証に用いるための、顔の領域の特徴量データを抽出する抽出工
程とを有し、輝度補正工程で輝度補正手段は、顔の領域を複数のブロックに分割し、ブロ
ックごとに求めた輝度値と予め定めた１つの輝度値との比較結果に基づいて、顔の領域内
の画素に対して補正を行うことを特徴とする画像処理方法によっても達成される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、上述の目的は、顔検出手段が、画像から、人間の顔を検出する顔検出工程と、ス
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ミア補正手段が、検出した顔の領域内におけるスミア発生領域、および、スミアの発生量
を求め、スミア発生領域に含まれる画素の値を、発生量に基づいて補正するスミア補正工
程と、抽出手段が、スミア補正工程によって補正された画像から、認証に用いるための、
顔の領域の特徴量データを抽出する抽出工程とを有することを特徴とする画像処理方法に
よっても達成される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　Ｓ１０５において、ＹＵＶ信号は顔検出処理部２０９（図２）に供給され、人間の顔領
域が検出される。
　Ｓ９０４において、画像処理部２０は、スミア発生量を算出する。
　図１１は、撮像素子１４を、便宜上、水平方向２６画素×垂直方向３０画素の受光画素
１１０と、水平方向２６画素×垂直３画素のスミア検出用の遮光画素１１２を備えた構成
として示す図である。以下の説明において、水平方向ｍ番目、垂直方向ｎ番目の画素の出
力値をPIX(m,n)と記述する。
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